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齋藤 華子・高畠 理恵 
 
Resumen: 
Aportaciones de la enseñanza del español en la educación secundaria 
- conclusiones de las entrevistas realizadas a estudiantes japoneses - 
El objetivo de la enseñanza de lenguas extranjeras en los institutos japoneses 
es, no solamente dotar a los estudiantes de capacidad lingüística, sino también 
hacerles reconocer la cultura relacionada con la lengua estudiada. En este sentido, 
aprender idiomas extranjeros distintos del inglés tendrá una gran significación 
para que los jóvenes conozcan diversas culturas. Para saber más concretamente 
sobre este tema, hemos hecho una entrevista individual a estudiantes que cursaron 
la asignatura de lengua española en el instituto y les hemos preguntado qué 
aprendieron y qué influencia ejerció la clase de español en su punto de vista sobre 
el mundo en general. 
El análisis de los comentarios de los estudiantes nos ha sugerido una 
transición en su manera de pensar: adquirir nuevos conocimientos de una lengua 
extranjera en el aula, notar el español o la cultura hispánica fuera del aula, llegar a 
ser consciente de haber ampliado su visión del mundo, y darse cuenta de que es 
muy importante saber la lengua de su interlocutor para acortar la distancia entre 
ellos al comunicarse. Este resultado indica que el aprendizaje de español puede 
cultivar una actitud para tener respeto a la diversidad cultural. Es decir, 
consideramos que la enseñanza de español en los institutos servirá para consolidar 






















































































として 1 年または 2 年間学習した、合計 12 名を対象に調査をおこなった
（表 1 参照）。対象者は全員同じ高校で、週に 100 分、年間約 25 回前後、
日本人教員と ALT の 2 名体制で行われる授業を受けてきた。12 名中 3 名
を除いて、履修期間は 1 年である。5 名 (A〜E) は調査時点で高校 3 年生、
























 学年 履修学年 海外滞在経験 
A 高校 3 年生 高校 2 年次 無  
B 高校 3 年生 高校 2 年次 無  
C 高校 3 年生 高校 2 年次 有 （短期: 英語圏 / スペイン語圏） 
D 高校 3 年生 高校 2 年次 有 （長期: 英語圏） 
E 高校 3 年生 高校 2 年次 有 （短期: 英語圏 / スペイン語圏） 
F 卒業生 高校 2 年、3 年次 有 （短期: 英語圏） 
G 卒業生 高校 2 年、3 年次 無  
H 卒業生 高校 2 年、3 年次 有 （短期: 英語圏） 
I 卒業生 高校 2 年次 有 （短期: 英語圏） 
J 卒業生 高校 2 年次 有 （短期: 英語圏） 
K 卒業生 高校 2 年次 無  
L 卒業生 高校 2 年次 有 （短期: 英語圏） 
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表 2 質問内容（Cf. 長谷川, 2016:192） 
 




｛1. 英語 / 2. スペイン語｝の勉強は難しかった。 
｛3. 英語 / 4. スペイン語｝の勉強は楽しかった。 
｛5. 英語 / 6. スペイン語｝を学ぶことで、世界がより広がったと思う。 
  7. 英語を学ぶことで、英語が使われている国・地域への理解が深まった。
  8. スペイン語を学ぶことで、スペイン語が使われている国・地域への理
解が深まった。 
  9. 英語を学ぶことで、英語圏の文化や人々に対して親しみを感じるよう
になった。 
  10. スペイン語を学ぶことで、スペイン語圏の文化や人々に対して親しみ
を感じるようになった。 
｛11. 英語 / 12. スペイン語｝を学ぶことで、自分とは異なるさまざまな文
化をもっと知りたいと思うようになった。 
｛13. 英語 / 14. スペイン語｝を学ぶことで、日本語や日本文化に対する理
解も深まった。 
｛15. 英語 / 16. スペイン語｝を学んでおけば将来役に立つと思う。 
  17. 英語が話されていない国に出かけるときにも、英語が理解できれば十
分だと思う。 
  18. 英語が話されていない国に出かけるときには、その国の言葉を学ぶ必
要があると思う。 
  19. 世界共通語は英語なので、自分も英語を勉強しておかないと後で困る
と思う。 
  20. あらゆるひとが最低限、英語だけは話せるようになるべきだと思う。





































































                                                  




































































































































































































































 また Deardorff (2006) の「異文化間能力のピラミッドモデル」を参照し
て、高校スペイン語既習者のコメントを考えてみたい。このモデルによれ
ば、望ましい内的な結果(Desired Internal Outcome) として異文化適応力を















・Respect (valuing other cultures, cultural diversity) 
・Openness (to intercultural learning and to people from other cultures, 
withholding judgment) 
・Curiosity and discovery (tolerating ambiguity and uncertainty) 
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